
南郷共助組合の活動について



《山内地区》
１３の自治会（旧山内村）→４つの地区会議（新横手市）
山内南地区会議（筏区、南郷区、三又区）
南郷区（令和４年４月末 現在９０世帯、１４２人、高齢化率５０．５％）



平成２３年１１月
山内南地区会議に対する説明会
（少子高齢・過疎化の著しい地域の課題についての座談会

平成２４年１２月
地域の困りごと座談会で地域課題を確認

横手市からは経営企画課、
高齢ふれあい課、山内地域
局が参加し、座談会はＮＰＯ
主導によって行われた。



２４年６月

南郷自治会役員・各種団体役員を中心にして約３０名の地域住民に集まってもらい
住民集会を開いた



南郷共助組合の設立

（平成２４年１０月２７日）

①南郷自治会役員会
②地区長５名
③老人クラブ会長
④婦人会長
お助け隊員４４名



【雪下ろし・雪よせサービス】

平成26年、総務省『過疎集落等
自立再生対策事業』 に応募し、
活動実績が認められて大型除雪
機を購入



《共助組織の自立、安定運営をめざして》

平成２６年６月９日、平鹿地域振興局と県道の草刈り作業についての業務委託
契約を締結し、以後継続して取り組んでいます。
また、賃金の一部は地域通貨「マイド」で支払われます。

【平鹿地域振興局と県道の草刈りについて業務委託契約】



平成２７年～

【地域通貨の取り組み】
一店舗しかない地域の商店存続を応援する仕組み



【商品カタログの作成】



【配送料の負担】

通常１００円かかる配達
手数料を南郷共助組合で
負担するサービスを実施。
（期間限定）

※あまり効果は無かった。



【地域通貨の発行】
２７年８月、試行錯誤の末、南郷共
助組合では集落内地域通貨（マイ
ド）を発行。（地元商店へ足を運ぶ
きっかけづくりとして）

共助活動の賃金の一部を集落の店
で使える地域通貨で支払います。

【これまでの発行金額】

•平成２７年 ４５，６００円

•平成２８年 ５０，０００円

•平成２９年 ７９，０００円

•平成３０年 ４３，７００円

•令和元年 ３７，９００円

•令和２年 ７７，９００円

•令和３年 ７８，９００円

•令和４年 ４５，５００円

•令和５年 ２０，６００円

•令和６年 ５５，０００円



《横手市共助組織連合会の設立》
（平成27年12月17日）

・保呂羽地区自治会

・三又共助組合

・南郷共助組合

・狙半内共助運営体

・いかだ共助組合

・八王寺三区「結いの会」

・金澤陣館会

・船沼除雪支援ボランティア組織 船沼ＳＶＯ

・木下ふれあい隊

・ふくち共助組合

※横手市（参与）、秋田県南ＮＰＯセンター（事務局）が後方支援



・平成２６年度ふるさとづくり大賞で「総務大臣賞」を受賞

・平成２８年度地域再生大賞で「北海道・東北ブロック賞」を受賞

先進的な取り組みとして評価を頂きました

13

ネットワーク団体の皆さんと



拠点の建設（南郷共助組合）

※地方創生拠点整備交付金を活用し
除雪機の格納庫なども
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